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人口　　 動態

男………400人（±0）
女………437人（±0）
計………837人（±0）
世帯数…387戸（±0）

（　）内は先月比
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９
月
10
日
㈰
、
保
育
所
、
小
・

中
学
校
、
村
民
に
よ
る
合
同
運
動

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
元
年

以
来
の
４
年
ぶ
り
と
な
る
合
同
運

動
会
で
し
た
が
、
多
く
の
村
民
の

方
に
来
場
い
た
だ
き
、
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
る
催
し
と
な
り

ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
で
は
『
完
全
燃
笑

51
人
の
笑
顔　

魅
せ
ろ
シ
ン
・
新

庄
魂
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

児
童
生
徒
の
代
表
を
先
頭
に
、
小

学
生
・
中
学
生
全
員
が
元
気
よ

く
入
場
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
池
田
優
依
さ
ん
が
開
会
宣
言
、

勝
部
芯
さ
ん
と
安
達
蘭
さ
ん
が
選

手
宣
誓
、
川
上
芙
葉
さ
ん
が
準
備

体
操
の
模
範
演
技
を
行
い
各
種
競

技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
か
け
っ
こ
や
ダ
ン

ス
、
元
気
な
新
庄
っ
子
の
リ
レ
ー

や
演
技
、
中
学
生
に
よ
る
「
怖
く

な
い
不
安
も
な
い
最
強
18
人
」
の

創
作
ダ
ン
ス
な
ど
、
練
習
の
成
果

を
い
か
ん
な
く
発
揮
す
る
子
ど
も

た
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
声
援
・
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ひ
な
ど
り
会
の
「
何
が
釣
れ

る
か
な
？
」
や
老
人
ク
ラ
ブ
と
の

「
玉
入
れ
」、
地
区
対
抗
競
技
の
瓶

詰
め
競
争
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
も
多

く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

予
定
し
て
い
た
競
技
を
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

保
育
所
園
児
の
微
笑
ま
し
い
演

技
、
親
子
の
絆
を
深
め
た
種
目
、

全
力
で
疾
走
し
た
リ
レ
ー
、
生
徒

自
ら
が
考
え
た
創
作
ダ
ン
ス
、
力

強
く
踊
っ
た
ソ
ー
ラ
ン
節
、
地
域

の
方
と
団
結
し
て
取
り
組
ん
だ
地

区
競
技
に
は
、
随
所
で
笑
顔
が
見

ら
れ
、
素
晴
ら
し
い
合
同
運
動
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
区
長
の
皆
様
に
は
、

地
区
種
目
の
参
加
取
り
ま
と
め
や

連
絡
調
整
な
ど
に
御
協
力
い
た
だ

き
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
教
育
委
員
会
・
川
端
）

令
和
５
年
度
新
庄
村

合
同
運
動
会
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歳入総額内訳 （単位：千円、％） 歳出総額内訳 （単位：千円、％）

区　　　　　分 金　額 割　合 区　　　分 金　額 割　合

地方税 197,128 8.0 人件費 337,556 14.6

分担金及び負担金 1,801 0.1 扶助費 52,092 2.3

使用料 26,339 1.0 公債費 154,561 6.7

手数料 693 0.0 義務的経費　合計 544,209 23.6

財産収入 21,933 0.9 普通建設事業費 814,491 35.3

寄付金 19,777 0.8 災害復旧事業費 18,510 0.8

繰入金 267,706 10.8 投資的経費　合計 833,001 36.1

繰越金 109,053 4.4 物件費 400,948 17.4

諸収入 19,919 0.8 維持補修費 18,466 0.8

自主財源　合計 664,349 26.7 補助費 354,789 15.4

地方交付税 847,852 34.2 消費的経費　合計 774,203 33.6

国庫支出金 162,238 6.5 積立金 29,521 1.3

県支出金 101,863 4.1 投資及び出資金 0 0.0

地方債 656,232 26.5 繰出金 126,842 5.5

地方譲与税交付金 23,606 1.0 その他経費　合計 156,363 6.8

自動車取得税交付金 26 0.0 歳出総額 2,307,776 100.0

自動車税環境性能割交付金 1,431 0.1

地方消費税交付金 18,335 0.7 地方税　197,128千円の内訳　　　（単位：千円、％）

地方特例交付金 50 0.0 税　目　別 金　額 割　合

法人事業税交付金 896 0.0 市町村民税 32,202 16.3

利子割交付金 28 0.0 固定資産税 158,660 80.5

株式等譲渡所得割交付金 351 0.0 軽自動車税 4,324 2.2

配当割交付金 530 0.0 たばこ税 1,942 1.0

依存財源　合計 1,813,438 73.2 合　　　計 197,128 100.0

歳入合計 2,477,787 100.0 ※割合の小さいものは0.0%と表記しています。

特別会計決算 （単位：千円）

会　　計　　名 歳　入 歳　出 公営企業の資金不足比率
国民健康保険事業特別会計 163,024 157,173 会　計　名 4年度 3年度

簡易水道事業特別会計 34,544 28,360 簡易水道事業特別会計 － －

国民健康保険歯科診療施設特別会計 37,966 35,190 下水道事業特別会計 － －

介護保険特別会計（保険事業勘定） 178,043 147,881 宅地造成事業特別会計 － －

下水道事業特別会計 45,526 36,968 ※資金不足がない場合は「－」と記入。

宅地造成事業特別会計 2 0

国民健康保険診療所特別会計 107,683 90,361

後期高齢者医療特別会計 17,775 15,322

令和４年度新庄村決算（普通会計）報告
普通会計決算
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 歳　入
　歳入の決算は、2,477,787千円で、前年に比べ23.3％増加しました。自主財源のうち地方税は、0.6％
減少しています。これは、償却資産である固定資産税が年々減少したためです。依存財源のうち、地
方交付税は3.8％減少しています。また、地方債は、新庁舎整備や道路等を整備するために借り入れ
るお金で、昨年度より454,110千円増加し、656,232千円借り入れました。

 歳　出
　歳出の決算は、2,307,776千円で、前年に比べ21.5％増加しました。物件費は41.1％増加、普通建
設事業費は70.7％増加しています。また、事業を行うために借り入れたお金の償還金である公債費は、
昨年度より3.0％増加しています。特別会計への繰出金は、昨年度より13.2％増加しました。

 健全化判断比率について
　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。これは、地方
自治体の財政の健全性に関する比率を公表し、その比率のいずれかが早期健全化基準以上の場合に
は、財政の早期健全化及び財政の再生等を図るための計画を策定する制度を定めることになってお
り、地方自治体の財政の健全化に資することを目的としています。
　健全化に関する比率は、①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債費比率　④将来負担
比率と、特別会計の資金不足比率です。新庄村も令和４年度決算に基づき、次のとおり比率を算出
しました。

指　　標 指標の内容 4年度 3年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 普通会計（一般会計、土地取得会計）
の黒字か赤字かを判断する指標 － － 15.0% 20.0%

連結実質赤字比率 特別会計を含めて黒字か赤字か判断
する指標 － － 20.0% 30.0%

実質公債費比率 公債費による財政負担の程度を示す
指標 6.0% 5.0% 25.0% 35.0%

将来負担比率 第3セクターを含め将来負担すべき実
質的な負債の比率 － － 350.0%

※赤字がない場合は「－」と記入。

　健全化判断比率が、早期健全化基準、財政再生基準を一つでも超えると、「早期健全化団体」、
「財政再生団体」になります。「早期健全化団体」となると、いわゆる黄信号で、財政健全化計
画の策定などが義務づけられ、さらに財政が悪化して「財政再生団体」となると、財政が破た
んした自治体として、行政事務が制約されます。
　新庄村の健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、及び将来負
担比率）は、いずれも「早期健全化基準」を下回っていました。今後も健全な財政運営に努め
ていきます。

　

９
月
20
日
㈬
、

新
た
に
百
歳
を
迎

え
ら
れ
た
佐
藤　

輝
さ
ん
に
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
の
お

祝
い
状
と
記
念
品

の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
い
ま
も
掃
除
や
洗
濯

な
ど
の
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で

さ
れ
て
お
り
、
元
気
に
過
ご
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

村
長
か
ら
「
新
庄
村
の
長
寿
の
シ

ン
ボ
ル
。
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

と
伝
え
ら
れ
、
佐
藤
さ
ん
は
「
人
生

は
夢
の
よ
う
。
良
い
夢
だ
っ
た
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

　

10
月
１
日
付
で
、
教
育
委
員
に
山

田
耕
平
氏
が
新
庄

村
長
よ
り
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
９
年
９
月

30
日
ま
で
で
す
。

（
教
育
委
員
会
）

百
歳
の
高
齢
者
に
対
す
る
お

祝
い
状
及
び
記
念
品
の
贈
呈

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

4



　

令
和
４
年
度
に
村
制
施
行
１
５
０

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年

を
迎
え
、
こ
の
度
、
記
念
品
と
し
て

防
災
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
全
国
各
地
に
お
い
て
甚
大

な
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、

日
常
的
な
備
え
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
９
月
は
防
災
月
間
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
災
ラ
ジ
オ
や

備
蓄
食
料
品
な
ど
の
防
災
グ
ッ
ズ
を

役
場
職
員
が
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

の
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

高
め
、
防
災
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
後
も
村
民
の
安
心
・
安
全
を
第

一
に
考
え
た
地
域
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

�

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

　

９
月
27
日
㈬
「
第
11
回
村
長
杯
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
ふ
れ
あ

い
公
園
で
開
催
し
、

19
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

試
合
は
個
人
戦

で
行
わ
れ
、
各
組

が
８
ホ
ー
ル
２
回

の
計
16
ホ
ー
ル
の

合
計
打
数
で
競
技
し
、
勝
敗
を
決
め

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
好

打
を
連
発
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
上
位
入
賞
者
】

　
優　
勝　

 
福
井　
幸
平 

さ
ん

　
準
優
勝　

 
稲
田　
廣
衞 

さ
ん

　
第
３
位　

 
高
山　
　
惇 

さ
ん

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

　

・
島
田　
京
子 

さ
ん

　
・
兵
江　
万
濤
男 

さ
ん

　
・
稲
田　
廣
衞 

さ
ん

　
・
酒
井　
幸
子 

さ
ん

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

　

真
庭
消
防
署
の
美
新
分
署
と
蒜

山
分
署
が
合
同
で
、
解
体
前
の
旧
庁

舎
を
利
用
し
、
解
体
業
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
９
月
７
日
㈭
に
放
水
訓
練
、

人
命
救
助
、
ま
た
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
を
使
っ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
切
断

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

旧
庁
舎
を
ホ
テ
ル
や
ア
パ
ー
ト
に

見
立
て
て
は
し
ご
を
使
い
、
本
番
さ

な
が
ら
の
要
救
護
者
の
救
助
や
、
ポ

ン
プ
車
か
ら
建
物
の
２
階
ま
で
ホ
ー

ス
を
延
ば
し
て
放
水
を
行
う
な
ど
、

緊
張
感
の
あ
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
無
線
機
を
使
用
し
て
の
連

絡
や
確
認
も
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
消

防
団
活
動
に
お
い
て
参
考
と
な
る
訓

練
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
が
少
な
い
中
、
消

防
署
若
手
職
員
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
と
な
る
訓
練
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

�

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日

間
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
運
動
の
一
環
と
し
て
新

庄
村
議
会
や
村
交
通
指
導
委
員
会
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
街
頭
指

導
を
行
い
、
25
日
に
は
真
庭
警
察
署

と
共
に
交
通
安
全
関
所
を
開
設
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
久
々
の
開
催
と

な
る
法
令
講
習
会
を
行
っ
た
ほ
か
、

㈱
英
田
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
ご
協

力
に
よ
り
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の

踏
み
間
違
い
防
止
体
験
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

冬
に
向
け
て
視
界
が
悪
く
な
り
道

路
状
況
も
日
々
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
、
遭
わ
な
い
よ
う
に
交
通
安
全
に

心
が
け
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

　

９
月
25
日
㈪
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
交
通
安

全
法
令
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
真
庭
警
察
署
の
内
田
交
通

課
長
を
講
師
に
迎
え
真
庭
地
域
及
び

新
庄
村
内
に
お
け
る
交
通
事
故
の
特

徴
及
び
事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

村
制
１
５
０
周
年
記
念
品
配
布

村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会

交
通
安
全
法
令
講
習
会
開
催

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

旧
庁
舎
を
利
用
し
消
防
訓
練

を
実
施（
真
庭
消
防
署
）
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の
状
況
等
を
鑑
み
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
５
年
産
ヒ
メ
ノ
モ

チ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
全
量

買
い
取
り
で
の
取
引
で
は
な
く
、
う

る
ち
米
等
の
取
引
同
様
の
概
算
払
い

で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
今
年
度
の
価
格
に
つ
い
て
は
、

概
算
で
一
度
支
払
わ
れ
た
後
に
、
翌

年
も
し
く
は
翌
々
年
に
清
算
払
い
金

が
支
払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

　

５
年
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
概
算
払
い

価
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

１
等
米　

１
３
、５
０
０
円

　

２
等
米　

１
３
、２
０
０
円

　

３
等
米　

１
２
、１
８
０
円

�

（
産
業
建
設
課
・
藤
井
） 

　

９
月
24
日
㈰
、
真
庭
市
蒜
山　

蒜
山
高
原
三
木
ヶ
原
を
中
心
と
し

た
５
会
場
で
「
海
山
マ
ル
シ
ェ

２
０
２
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
庄
村
か
ら
は
ボ
ス
ケ
リ
コ
農

園
・
み
ふ
ね
や
の
２
団
体
が
参
加
し

ま
し
た
。ま
た
、新
庄
村
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
で
は
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

森
林
セ
ラ
ピ
ー

と
特
別
村
民
制

度
の
広
報
を
行

い
ま
し
た
。

　

三
木
ヶ
原
の

特
設
会
場
で
は

高
知
県
の
カ
ツ

オ
の
た
た
き
や

中
国
四
国
横
断

道
沿
線
市
町
村

の
特
産
品
・
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
が
並
び
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
三
木
ヶ
原
の
会
場
か
ら
他

の
会
場
へ
周
遊
す
る
バ
ス
も
運
行
さ

れ
て
お
り
、
家
族
や
友
人
た
ち
と
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
む
方
々
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

�

（
産
業
建
設
課
・
岩
佐
）

　

９
月
23
日
㈯
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡

山
に
お
い
て
、
コ
ー
プ
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
３
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
生
産
者
と
消

費
者
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

２
０
１
９
年
ま
で
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年

や
、
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

重
要
性
等
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
事
故
防

止
を
目
的
と
し
た
映
像
が
紹
介
さ
れ
、

改
め
て
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

交
通
事
故
は
一
人
ひ
と
り
の
意
識

で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
日
暮
れ
が
早
く
な
る
時
期
を
迎
え

ま
す
の
で
、
夜
間
外
出
さ
れ
る
際
は

反
射
タ
ス
キ
を
着
用
す
る
な
ど
、
運

転
者
か
ら
存
在
が
は
っ
き
り
確
認
で

き
る
服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

　

９
月
15
日
㈮
に
真
庭
地
域
和
牛
選

抜
会
が
全
農
岡
山
県
本
部
総
合
家
畜

市
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
新
庄
村

か
ら
は
７
頭
の
愛
牛
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
審
査
員
が
体
格
等
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
優
劣
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
第
１
部
優
等
賞

　

主
席　

し
ん
さ
く
ら
76

　
　
　
　
（
竹
本
康
紀
さ
ん
）

◆
第
３
部
優
等
賞

　

２
席　

し
ん
よ
う
こ
27

　
　
　
　
（
稲
田
佳
子
さ
ん
）

◆
第
４
部
優
等
賞

　

２
席　

し
ん
ふ
く
ざ
く
ら
51

　
　
　
　
（
稲
田
佳
子
さ
ん
）

　

参
加
さ
れ
た

み
な
さ
ん
、
お

疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
な
お
、
各

部
の
主
席
及
び

２
席
に
選
ば
れ

ま
し
た
３
頭
は

10
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
78
回
岡

山
県
畜
産
共
進
会
に
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
11
月
号
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。�
（
産
業
建
設
課
・
吉
田
）

　

９
月
13
日
㈬
、
Ｊ
Ａ
ま
に
わ
、
全

農
岡
山
県
本
部
、
新
庄
村
ヒ
メ
ノ
モ

チ
生
産
組
合
に
よ
る
、
新
庄
産
ヒ
メ

ノ
モ
チ
販
売
検
討
会
議
を
開
き
ま
し

た
。

　

本
年
の
10
月
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
）
を
考
慮
し
、
買
取
価
格
の
変
動

や
村
内
農
業
者
の
課
税
事
業
者
登
録

５
年
産
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の

価
格
が
決
定

海
山
マ
ル
シ
ェ
２
０
２
３

 

～
海
の
市・山
の
市
真
庭
～

コ
ー
プ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

真
庭
地
域
和
牛
選
抜
会
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ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
庄
村
か
ら
は
㈱
メ
ル
ヘ
ン
・
プ

ラ
ザ
と
新
庄
村
役
場
が
出
展
し
、
伝

統
の
４
人
搗
き
の
も
ち
つ
き
や
源
流

野
菜
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
庄
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
『
ひ
め
っ
子
』
も
登
場
し
、

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
に
は

も
ち
つ
き
を
見
学
し
た
り
、
つ
き
た

て
の
お
餅
を
味
わ
う
方
や
、
源
流
野

菜
の
詰
め
放
題
に
挑
戦
す
る
方
、
ひ

め
っ
子
を
見
つ
け
て
遊
び
に
来
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

食
品
メ
ー
カ
ー
や
行
政
ブ
ー
ス
の

他
、
食
育
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

行
列
が
絶
え
な
い
ブ
ー
ス
も
見
ら
れ
、

会
場
は
多
く
の
人
で
盛
況
で
し
た
。

�

（
産
業
建
設
課
・
岩
佐
）

　

９
月
27
日

㈬
に
「
第
１

回
す
く
す
く

連
絡
会
議
」

を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の

会
議
は
、
新

庄
村
の
地
域

の
実
態
に
即

し
た
子
育
て

支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
、
村
議
会
議
員
、
保
健
師
、

保
育
士
、
子
育
て
支
援
員
、
外
部
識

者
等
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
で
は
村
の
子
育
て
支

援
現
場
の
現
状
と
、
こ
れ
ま
で
の
議

論
の
経
緯
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
令
和
６
年
４
月
開
設
予
定
の

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
の
運
用
計
画

に
つ
い
て
、
ま
た
令
和
６
年
の
新
規

事
業
の
検
討
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

議
論
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
広
報
誌
に
て
随
時
報
告
し
ま
す
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
山
田
）

第
1
回
す
く
す
く
連
絡
会
議

開
催

の
お
知
ら
せ
が
載
っ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も

掲
載
。
ど
の
く
ら
い
反
応
が
あ
る
か
と

ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
が
…
あ
り
ま

し
た
！

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
連
絡
を

下
さ
っ
た
方
が
お
ら
れ
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
10
月
７
日
に
サ
ル
ナ
シ

収
穫
祭
を
実
施
、
サ
ル
ナ
シ
の
た
め
に

新
庄
村
ま
で
お
越
し
頂
け
る
な
ん
て
感

動
的
で
す
。
木
で
完
熟
し
た
サ
ル
ナ
シ

を
食
べ
た
参
加
者
の
「
美
味
し
い
！
」

の
声
や
「
こ
ん
な
風
に
実
が
な
る
ん
だ

ね
」
と
興
味
深
そ
う
に
木
を
見
て
く
れ

た
り
、
生
産
者
と
消
費
者
が
出
会
っ
て

話
す
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
事
で
必
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
サ
ル
ナ
シ

フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
、
新
庄
村
の
サ
ル

ナ
シ
が
も
っ
と
盛
り
上
が
っ
て
い
け
ば

嬉
し
い
で
す
。

　
美
味
し
く
て
健
康
に
も
良
い
サ
ル
ナ

シ
を
一
緒
に
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。�

（
産
業
建
設
課
・
藤
井
）

　
こ
ん
に
ち
は
、
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研
究

会
で
す
。

　
朝
晩
冷
え
込
ん
で
き
ま
し
た
ね
！
こ

の
時
期
、
ま
だ
木
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

る
サ
ル
ナ
シ
の
実
は
完
熟
し
て
と
て
も

美
味
し
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

木
で
熟
れ
た
サ
ル
ナ
シ
が
１
番
甘
く
て

美
味
し
い
で
す
ね
。

　
今
年
道
の
駅
で
販
売
し
た
サ
ル
ナ
シ

の
袋
の
中
に
、
初
め
て
き
ち
ん
と
し
た

サ
ル
ナ
シ
の
説
明
書
を
一
緒
に
入
れ
ま

し
た
。
種
類
や
食
べ
方
、
利
用
法
な
ど

を
書
き
、そ
し
て
『
サ
ル
ナ
シ
収
穫
祭
』

新
庄
村

農
産
物
紹
介
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10
月
１
日
よ
り
、
こ
れ
ま
で
償
還

払
い
の
み
だ
っ
た
乳
児
お
む
つ
の
助

成
に
つ
い
て
、
役
場
窓
口
で
の
お
む

つ
の
現
物
支
給
が
選
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
２
歳
０
カ
月

ま
で
の
お
子
さ
ま
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
「
現
物
給
付
開
始
申
請
書
」

を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
、
当
該
月

か
ら
窓
口
に
て
必
要
数
量
の
お
む
つ

を
お
渡
し
し
ま
す
（
対
象
銘
柄
は

「M
irafeel
」１
種
類
に
限
る
）。
ま

た
、
備
蓄
分
に
つ
い
て
災
害
時
に
は

必
要
な
方
へ
の
提
供
も
実
施
し
ま
す
。

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
新
庄
村

役
場
住
民
福
祉
課
の
子
育
て
支
援
担

当
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
山
田
）

　

令
和
２
年
２
月
に
発
見
さ
れ
た

「
中
ノ
谷
横
穴
墓
」
に
つ
い
て
は
、

発
掘
調
査
を
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化

財
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
令
和
４

年
５
月
に
行
い
、
今
年
３
月
に
報
告

書
を
刊
行
し
て
い
ま
す
が
、
次
の
と

お
り
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
連
の
経
緯
や
調
査
結
果
に
つ
い

て
、
発
掘
調
査
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
方
々
を
お
迎
え
し
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

⃝

日
時

　

11
月
25
日
㈯
13
時
～
16
時

　

※
受
付
12
時
30
分
～

⃝

場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

⃝

内
容

　

①
発
見
か
ら
発
掘
調
査
・
報
告
書

作
成
に
い
た
る
経
緯

　
　

※
岡
山
県
教
育
庁
文
化
財
課

　
　
　

河
合　

忍
氏

　

②
発
掘
成
果
か
ら
新
庄
村
の
歴
史

を
掘
り
起
こ
す

「
中
ノ
谷
横
穴
墓
」

　
　
発
掘
調
査
報
告
会

新
庄
村
乳
児
お
む
つ
助
成

制
度
が
現
物
支
給
に
対
応

　
　

※
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ

ン
タ
ー　

四
田
寛
人
氏

　

③
出
土
人
骨
が
語
る
こ
と

　
　

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
類
学
研
究
機

　

構
松
下
孝
幸
氏

　

④
座
談
会

⃝

定
員
80
人

　

申
込
不
要
、
先
着
順
、
参
加
無
料

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

新
庄
村
教
育
委
員
会

　

０
８
６
７
︱
５
６
︱
３
１
７
８

�

（
教
育
委
員
会
・
高
岡
）

　

今
年
度
ま
だ
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

骨
そ
し
ょ
う
症
検
診
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
は
、
一
年
に
一
度
は
是
非

受
診
く
だ
さ
い
。

⃝

村
内
で
の
集
団
検
診

⃝

日
に
ち

　

令
和
５
年
11
月
７
日
㈫

⃝

場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

⃝

内
容

　

子
宮
が
ん
検
診
、
骨
そ
し
ょ
う
症

検
診

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
骨
そ

し
ょ
う
症
検
診
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
新
庄
村
保
育
所

に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、
保
育
士

の
花
房
和
岐
で
す
。
出
身
は

鏡
野
町
で
す
。

　

自
然
に
恵
ま
れ
た
新
庄
村

で
、
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り

と
し
っ
か
り
関
わ
り
、
向
き

合
い
な
が
ら
、
丁
寧
な
保
育

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
先
輩
の
先

生
方
か
ら
多
く
を
学
び
、
精

一
杯
頑
張
り
、
子
ど
も
達
と

一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 新

採
用
職
員
紹
介
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⃝

対
象
者

　

子
宮
が
ん
検
診
・
骨
そ
し
ょ
う
症

検
診
共
に
20
歳
以
上

⃝

受
付
時
間

　
15
時
30
分
～
16
時
15
分

⃝

自
己
負
担

　

無
料

⃝

備
考

　
夕
方
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

⃝

勝
山
病
院
で
の
乳
が
ん
検
診

⃝

日
に
ち

　

令
和
５
年
11
月
15
日
㈬

⃝

内
容

　

勝
山
病
院
内
で「
乳
が
ん
視
触
診
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
併
用
検
診
」

を
行
い
ま
す
（
視
触
診
の
み
は
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。

⃝

対
象
者

　

40
歳
以
上

⃝

時
間

　
村
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

13
時
出
発
と
な
り
ま
す
（
検
診
開

始
は
14
時
か
ら
）。

⃝

自
己
負
担

　

２
０
０
０
円

⃝

申
し
込
み

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
11

月
10
日
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝

備
考

　

約
10
名
の
予
定
で
す
が
、
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
別
日
に
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申

し
込
み
終
了
後
、
集
合
時
間
や
詳

細
は
個
別
通
知
し
ま
す
。
村
の
送

迎
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
し

込
み
人
数
に
よ
っ
て
帰
村
時
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。　

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い

て
は
、
各
病
院
で
の
個
別
検
診
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
チ
ラ

シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
住
民
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
谷
川
）

　

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

新
庄
村
役
場
で
開
催
し
ま
す
。　

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
（
予
約
も

で
き
ま
す
）。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時

　

11
月
18
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所

　
新
庄
村
役
場 

２
階
大
ホ
ー
ル

相
談
事
項

　

相
続
・
遺
言
、
お
年
寄
り
の
財
産

管
理
（
成
年
後
見
）、
ご
近
所
ト

ラ
ブ
ル
、
空
き
家
、
悪
質
な
訪
問

販
売
・
買
取
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、

交
通
事
故
、
不
動
産
・
会
社
の
登

記
、
借
金
の
お
悩
み
、
そ
の
他
、

司
法
書
士
が
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
法
律
問
題
全
般

電
話
相
談

　

０
１
２
０
︱
５
５
８
︱
７
７
５

　

※
10
月
29
日
、
11
月
18
日
の
み

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

　
　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
事
務
局

　

０
８
２
︱
２
２
１
︱
５
３
４
５

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

新庄村各種助成金・支援制度について
今回は、ヒメノモチの支援制度についてご紹介します。

支援内容 支援内容詳細 助成金額
水稲生産部会補助金
（出荷助成金）
（品質向上助成金）

・ヒメノモチの生産を後押し
　他地域との差別化を目的とし
た、品質向上のための補助

○出荷１俵につき1,000円
○品質向上　・１等米　1,000円
　　　　　　　・２等米　 500円

ヒメノモチ米消費
奨励助成金

・ヒメノモチを購入する非農家
に購入価格の一部を補助

・１俵あたり1,500円
・１戸3,000円まで

ご不明な点がございましたら、産業建設課（５６－２６２８）までお問い合わせください。

中
国
５
県
縦
断
法
律
相
談
会
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と
き　
11
月
７
日
～
11
月
21
日

場
所　
新
庄
村
歯
科
診
療
所

検
査
内
容　
む
し
歯
リ
ス
ク
検
査

費
用　
無
料
（
先
着
10
名
の
み
）

【
お
願
い
】

①
新
庄
村
に
住
民
票
の
あ
る
方
が
対

象
で
す
。

②
受
診
の
際
、
保
険
証
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

③
必
ず
予
約
し
て
か
ら
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
庄
村
歯
科
診
療
所

　

０
８
６
７
︱
５
６
︱
３
０
５
６

�

（
歯
科
診
療
所
・
金
盛
）

　

交
通
事
故
や
飲
食
店
で
の
食
中
毒

な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
り
、
国

保
の
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
の

治
療
を
受
け
た
場
合
は
、
必
ず
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
新
庄

口
と
全
身
の
健
康
維
持
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

�

（
歯
科
診
療
所
・
金
盛
）

　

新
庄
村
歯
科
診
療
所
で
歯
科
健
診

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
き　
10
月
20
日
～
12
月
28
日

場
所　
新
庄
村
歯
科
診
療
所

検
査
内
容　
歯
科
検
診

費
用　
無
料

【
お
願
い
】

①
新
庄
村
に
住
民
票
の
あ
る
方
が
対

象
で
す
。

②
受
診
の
際
、
保
険
証
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
下

さ
い
。

③
必
ず
予
約
し
て
か
ら
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
庄
村
歯
科
診
療
所

　

０
８
６
７
︱
５
６
︱
３
０
５
６

�

（
歯
科
診
療
所
・
金
盛
）

　

11
月
８
日
は
、「
い
い
歯
」
と
「
１

１
８
」
の
語
呂
合
わ
せ
で
「
い
い
歯

の
日
」
で
す
。

　

む
し
歯
や
歯
周
病
で
多
く
の
歯
を

失
い
、
高
齢
に
な
る
と
、
噛
む
機
能

や
飲
み
込
む
機
能
が
低
下
し
、
十
分

な
栄
養
が
摂
れ
な
く
な
り
、
要
介
護

と
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
に
も
目

を
向
け
ま
し
ょ
う
。「
フ
レ
イ
ル
」

と
は
高
齢
に
な
っ
て
心
と
体
の
働
き

が
弱
く
な
る
軽
度
の
衰
弱
、
つ
ま
り

健
康
と
要
介
護
の
中
間
の
状
態
を
い

い
ま
す
。
そ
し
て
し
っ
か
り
噛
め
な

い
、
う
ま
く
呑
み
込
め
な
い
な
ど
の

口
の
機
能
の
衰
え
を
「
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
」
と
呼
び
、
フ
レ
イ
ル
と
も

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
科
健
診
や
定
期
健
診
は
、
口
腔

の
異
常
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
、
介
護
や
全
身
疾
患
の
リ
ス
ク

低
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

毎
日
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
と
も
に
歯

科
健
診
や
定
期
健
診
を
活
用
し
て
お

「
い
い
歯
」と「
介
護
予
防
」

歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

「
唾
液
で
わ
か
る

む
し
歯
菌
の
検
査
」

村
役
場
住
民
福
祉
課
国
保
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
の
行
為
が
原
因
の
治
療
費

は
、
加
害
者
側
が
負
担
す
る
べ
き
も

の
で
す
が
、
国
保
を
使
っ
て
治
療
を

受
け
た
場
合
、
治
療
に
か
か
る
費
用

を
、
皆
さ
ん
に
納
付
し
て
い
た
だ
い

た
国
保
税
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
傷
病
届
」
は
、
本
来
費
用
を
負

担
す
べ
き
第
三
者
に
対
し
、
国
保
税

で
負
担
し
た
（
立
て
替
え
た
）
費
用

を
請
求
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
で

す
。
届
出
様
式
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
傷
病
原
因
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
行
為
を
発
見
す
る
た
め
、

村
で
も
点
検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

第
三
者
行
為
が
疑
わ
れ
る
治
療
（
打

撲
や
骨
折
な
ど
）
が
見
つ
か
っ
た
場

合
、
ケ
ガ
や
病
気
の
原
因
を
、
電
話

や
文
書
で
問
い
合
わ
せ
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
面
倒
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
回
答
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

交
通
事
故
な
ど
で
国
保
の

保
険
証
を
使
う
場
合
は
、
必

ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
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11
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
時

　

▼
11
月
9
日
㈭

　
　
［
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
］

場
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
８
６
８
︱
３
１
︱
２
３
６
０️

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

　

令
和
５
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
文
化

祭
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
日
時　
11
月
12
日
㈰
10
時
～
12
時

○
場
所　
新
庄
村
公
民
館

○
内
容

年
金
相
談●第77回　読書週間

～私のペースで しおりは進む～
　10月27日㈮から11月９日㈭は、秋の読
書週間です。
　今年の標語は『私のペースで　しおりは
進む』です。「しおりがなかなか進まない
本もあれば、一気に読んでしまう本もあり。
読み終えればどちらも、充実感や感動を得
ることができます。これからも心に残る物
語との出会いを求めて、私のペースで読書
を楽しみたいと思います。」今年の標語募
集において入選され
た、藤村伸子さんのこ
とばです。
　この読書週間を
きっかけに、本を通じ
て人とふれあい、世界
が広がるよろこびを、
多くの方に実感して
いただく機会となる
ことを願っています。
　新庄村公民館図書室では、図書の貸し出
しだけでなく、読みたい本を探すお手伝い
もしています。公民館にはない図書も、他
の図書館から借りることができます。深ま
る秋、たくさんの素敵な本との出会いの場
としてぜひご活用ください。

●絵本の読み聞かせ会　
　11月の風の子文庫さんによる、絵本の
読みきかせ会の日程をお知らせします。

【開催日時】
　11月１日（水）15時～16時
　11月15日（水）15時～16時
　11月22日（水）15時～16時
　11月29日（水）15時～16時

【開催場所】
　新庄村公民館　児童図書室　

　天候や行事等でお休みになる場合があり
ますので、ご不明な場合は、お気軽にお問
い合わせください。
� (公民館図書室・多久間)

公民館図書室だより

■
芸
能
発
表

　

舞
踊
、
三
味
線
、
風
の
子
文
庫
、

演
劇
な
ど

■
展
示
作
品

　

日
頃
作
ら
れ
た
作
品
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
文
化
祭
に
展
示
し
ま
す
の
で

ご
出
展
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
展
示
作
品
の
持
ち
込
み
は
準

備
の
都
合
上
、
11
月
７
日
か
ら
９
日

ま
で
に
公
民
館
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
公
民
館
・
高
岡
）

ふ
る
さ
と
文
化
祭
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10
月
の
納
税

　
■
村
県
民
税　
　
（
３
期
）

　
■
国
保
税　
　
　
（
５
期
）

　
　
　
　

 

納
期
限
▼
10
月
31
日
㈫

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　 

今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
笠
杖
俳
句
会
よ
り
）

●
秋
の
日
の
拍
手
の
囲
む
グ
ラ
ウ
ン
ド�

金
盛
　
啓
子

●
秋
日
和
同
窓
会
の
ピ
ザ
ハ
ウ
ス�

三
鴨
　
浩
子

●
来
ぬ
秋
を
草
に
隠
れ
て
ま
つ
虫
や�

田
中
　
艸
林

●
湯
上
が
り
の
肌
に
そ
よ
り
と
秋
の
風�

大
月
　
幸
子

�

（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

8月期の交通事故発生状況

区　分
村内 真庭市内

8月期 本年の累計 8月期 本年の累計

事
故

件数 0 0件 7 21件
死者 0 0人 0 1人
重傷 0 0人 2 4人
軽傷 0 0人 6 16人

� （総務企画課・柴田） 　   　

戸
籍
の
動
き

�

令
和
5
年
9
月
受
付
分

お
口
の
中
を

健
康
に
！

　
「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に
つ

い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。�

（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

　

よ
う
や
く
秋
ら
し
さ
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
秋
と
い
え

ば
、
１
年
の
中
で
最
も
活
動
し
や

す
い
時
期
で
す
が
、
急
に
気
温
が

下
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
体
調
管

理
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
月
は
、
お
口
の
健
康

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」

で
す
。
日
本
歯
科
医
師
会
が
制
定

し
た
記
念
日
で
、
お
口
の
ケ
ア
へ

の
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る

な
か
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
、
話

す
、
噛
む
、
飲
み
込
む
と
い
っ
た

口
腔
機
能
が
衰
え
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

噛
む
力
や
飲
み
込
み
に
く
い
な

ど
口
腔
機
能
が
悪
化
す
る
こ
と
で
、

食
事
を
摂
る
の
が
億
劫
に
な
る
、

滑
舌
の
低
下
な
ど
に
よ
り
社
会
参

加
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
全
体
的

な
フ
レ
イ
ル
進
行
に
深
い
関
係
性

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

口
腔
機
能
を
維
持
す
る
、
お
口
の

体
操
を
し
て
、
食
べ
る
力
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。　

　

生
涯
自
分
の
歯
で
食
事
を
お
い

し
く
食
べ
る
た
め
に
、
お
口
の
健

康
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
住
民
福
祉
課
・
森
元
）

お
元
気
で
す
か
？
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2023年10月

日 の々活動をお知らせします!新
庄
村
地域おこし
協力隊

良いと思った瞬間を画や言葉で編んでいくことは、
私にとって「好き」「楽しい」に分類されるんだ
なと今更ながら認識した３年目。昔より、字を書
くことも好きになりました。

観光（宿泊）

青
あお

野
の

 日
ひ

向
な

子
こ

あっという間に９月が終わり、稲刈りも終わって
10月がやって来ました！これからは白ネギの時
期です。暑くて汗をかきながら作業する日も減っ
てきて、冬が近づいているんだな〜と感じます。

稲刈りも終わり、今年はライスセンターでもお仕
事をしています。コンバインオペレーターさんの
技術に圧倒されつつもとても良い勉強になりまし
た。充実した良い秋です。

農業

関
せき

根
ね

 龍一

小中学生の皆さんが塗装した顔ハメパネルが工房
へ帰ってきました。とても色とりどりでかわいい
仕上がりになりました。あとは自立するように調
整するのみです。完成をお楽しみに！

林業

河
かわ

田
だ

 達
たつ

希
き

農業

江
え

川
がわ

 かやの

りゅういち

こんにちは栄養委員です !
今月の一口メモ

私達の健康は私達の手でリコピンジャー

　

動
物
愛
護
週

間
（
９
月
20
日

～
26
日
）
に
県

獣
医
師
会
真
庭

支
部
か
ら
小
学

校
へ
本
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

９
月
20
日
に
中
国
四
国
酪
農
大

学
校
の
菱
川
雅
弘
校
長
先
生
が
来

校
さ
れ
、
学
級
委
員
会
の
６
年
生

稲
田
愛
月
さ
ん
、
勝
部
芯
さ
ん
、

５
年
生
上
田
芹
花
さ
ん
、
藤
井
康

輝
さ
ん
が
受
け
取
り
ま
し
た
。
昨

年
は
、
家
畜
に
つ
い
て
の
絵
本
を

い
た
だ
き
、
今
年
は
ペ
ッ
ト
を
大

切
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

本
を
３
冊
贈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
日
の
一
斉
下
校
の
時
に

４
人
が
３
冊
の
本
を
全
校
に
紹
介

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
を
き
っ
か
け
に
し
て
動
物
を

大
切
に
す
る
心
を
育
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

（
新
庄
小
学
校
・
小
林
）

動
物
愛
護
週
間
に

小
学
校
へ
本
の
寄
贈

愛育委員さんと合同で「こども健康フェス」を
開催します！ぜひご来場ください～！
日時 11月19日㈰　９：30～11：30
場所 ふれあいセンター

13



　　　　 新庄村
咲
蔵
家

　
10
月
９
日
㈪
、
海
外
で
活
躍

す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
名
畑
あ
ゆ

み
さ
ん
を
迎
え
、
当
社
団
主
催

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
名
畑
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
の
小

さ
な
地
域
を
め
ぐ
る
音
楽
祭
を

主
催
し
て
お
り
、
日
本
で
も
同

様
の
活
動
を
行
い
た
い
と
相
談

を
受
け
た
こ
と
が
開
催
の
き
っ

か
け
で
す
。

　

当
日
は
約
50
名
が
参
加
し
、

名
畑
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
と
ボ
リ
ス

さ
ん
の
チ
ェ
ロ
の
演
奏
に
よ
る

本
物
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　
翌
日
10
日
㈫
に
は
、
新
庄
学

園
の
子
ど
も
た
ち
向
け
の
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
催
。
演
奏
に
加
え
、

楽
器
の
歴
史
・
フ
ラ
ン
ス
で
の

音
楽
祭
の
様
子
・
自
身
の
留
学

経
験
な
ど
も
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
真
剣
に

演
奏
を
聴
く
様
子
が
印
象
的
で

し
た
。

　
最
後
は
子
供
た
ち
が
学
習
発

表
会
に
向
け
て
練
習
を
行
っ
て

い
る
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
を
演

奏
。
ピ
ア
ノ
・
チ
ェ
ロ
の
音
色

と
子
供
た
ち
の
歌
声
が
ホ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
に
響
き
ま
し
た
。

木
挽
家

　
木
挽
家
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら

せ
で
す
。
10
月
28
日
㈯
午
前
10

時
30
分
～
、
午
後
２
時
～
、
子

供
向
け
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ク
ッ
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。
か
ぼ
ち
ゃ

プ
リ
ン
の
上
に
お
好
み
の
お
菓

子
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
（
そ

の
場
で
お
召
し
上
が
り
い
た
だ

く
こ
と
も
可
能
で
す
）。
定
員

は
各
６
名
、
小
学
生
は
お
一
人

で
の
参
加
が
可
能
で
す
。
未
就

学
児
は
４
歳
か
ら
参
加
可
、
保

護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
費
は
一
人
５
０
０
円
、
所

要
時
間
は
45
分
程
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
冬
の
お
も
て
な
し
フ
レ
ン
チ

薬
膳
教
室
は
11
月
18
日
㈯
開
催

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
電
話
：
０
９
０
—

３
３
７
６
—
０
３
８
１（
篠
原
）

Ｆ
Ｓ
Ｓ

　
９
月
30
日
㈯
に
公
民
館
で
塗

装
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
中
学
生
・
高
校
生
・
設
計
士

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
２
時
間
で

60
本
の
材
料
へ
の
塗
装
が
完
了

し
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｓ
Ｓ
が
現
在
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
る
案
件
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
参
加
型
の
活
動
を

通
し
て
、
完
成
し
た
製
作
物
が

村
民
の
方
に
親
し
み
を
感
じ
て

も
ら
え
る
も
の
に
な
れ
ば
良
い

と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

須
貝
邸

　
秋
ら
し
い
ス
ッ
キ
リ
と
し
た

空
気
に
包
ま
れ
て
、
心
地
良
い

こ
の
頃
。
桜
並
木
が
錦
に
染
ま

る
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、

10
月
も
た
く
さ
ん
の
ご
予
約
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
10
月
末

に
は
、
再
び
調
理
補
佐
イ
ン

タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
を
控
え
て

お
り
、
新
た
な
仲
間
探
し
も
粘

り
強
く
継
続
中
で
す
。

　
通
常
の
お
客
様
と
は
違
う
形

で
、
人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き

る
機
会
で
あ
り
、
移
住
と
い
う

視
点
か
ら
も
大
切
な
扉
の
一
つ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
、
一
緒
に
働
く
様

子
を
写
真
と
共
に
発
信
し
て
い

く
予
定
で
す
。
お
宿
で
の
仕
事
、

村
で
の
暮
ら
し
に
は
、
素
敵
な

こ
と
が
た
く
さ
ん
溢
れ
て
い
る

こ
と
を
細
や
か
に
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

む
ら
づ
く
り
新
庄
村

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〇
10
月
28
日
㈯

　
子
供
向
け
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ク
ッ
キ
ン
グ

　
①
午
前
10
時
30
分
～

　
②
午
後
２
時
～

〇
11
月
18
日
㈯

　
冬
の
お
も
て
な
し
フ
レ

ン
チ
薬
膳
教
室
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５
日　
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
（
草
取

り
）（
女
性
部　

３
名
）

５
日　
第
２
回
女
性
部
会
（
３
名
）

10
日　
合
同
運
動
会
（
玉
入
れ　

44
名
）

27
日　
村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
（
19
名
）

28
日　
第
９
回
岡
山
県
（
美
作
地
区
）
高

齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
鏡
野

町　

５
名
）

29
日　
第
18
回
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
大
会（
真
庭
市　

22
名
）

　
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

９
月
28
日
、
鏡
野
ド
ー
ム
に
美
作
地

区
内
９
市
町
村
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

新
庄
村
は
代
表
５
名
の
ナ
イ
ス
な

チ
ー
ム
プ
レ
イ
で
、
見
事
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。 理想の

福祉を目指して

　

秋
晴
れ
の
勝
山
運
動
公
園
で
恒
例
の

真
庭
市
老
連
と
合
同
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ

ン
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
３
種

目
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
は
連
日
の
大
会

と
な
り
ま
し
た
が
、
夏
の
よ
う
な
暑
さ

の
中
で
も
疲
れ
を
見
せ
る
こ
と
な
く
、

華
麗
に
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

15
日　
美
作
地
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
（
真
庭
市
）

28
日　
美
作
地
区
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流

会
）（
久
米
南
町
）

　

今
年
度
第
２
回
目
の
寝
具
等
丸
洗
い

乾
燥
事
業
を
11
月
８
日
㈬
に
実
施
し
ま

す
。
対
象
者
は
新
庄
村
に
住
所
を
有
す

る
左
記
の
方
々
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方
・
要

介
護
状
態
の
方

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
保
持

者
で
、
日
常
的
に
介
護
を
必
要
と
す

る
方
等
で
す
。

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
回
あ
た
り
８
、

０
０
０
円
ま
で
助
成
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
締
め
切
り

　

令
和
５
年
11
月
１
日
㈬

　

詳
細
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
在
宅
福
祉
・
地
域
福
祉
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
の
財
源
は
、
主
に
村
か
ら
の
補
助

金
・
委
託
料
や
介
護
保
険
事
業
収
入
、

寄
附
金
そ
し
て
会
費
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

福
祉
ニ
ー
ズ
は
年
々
複
雑
多
様
化
し

て
き
て
お
り
、
会
費
は
事
業
推
進
に
貴

重
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
会
費
を
納
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
民
の
皆
さ
ま

に
社
会
福
祉
事
業
に
参
加
し
て
頂
く
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
納
付

書
を
お
配
り
し
ま
す
。

　

普
通
会
員　

１
、０
０
０
円

　

賛
助
会
員　

５
、０
０
０
円

　

ど
う
ぞ
社
会
福
祉
協
議
会
の
趣
旨
・

目
的
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
今
年
も
10
月
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

共
同
募
金
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

地
域
で
行
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
福
祉
活
動
、
災
害
時
の
被
災
地
支
援

活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。「
困
っ
た

と
き
は
、
お
た
が
い
さ
ま
」
の
気
持
ち

か
ら
始
ま
っ
た
赤
い
羽
根
の
募
金
活
動
。

「
じ
ぶ
ん
の
町
を
よ
く
す
る
し
く
み
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
す
。
あ
な

た
の
募
金
が
、
誰
か
を
支
え
る
た
め
の

力
に
な
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
10
月
20
日
頃
か
ら

地
区
の
区
長
さ
ん
を
通
し
て
戸
別
募
金

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
活
動

９
月
の
活
動

美
作
地
区

11
月
の
予
定

真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

寝
具
等
丸
洗
い
乾
燥
事
業

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

�

期
間
：
10
月
１
日
～
12
月
末

社
協
会
費
納
入
の
お
願
い

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

☎
５
６—

２
０
０
１
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小中
一貫校だより

立ち上がろう
みんな主役のむらおこし

〒717-0201 岡山県真庭郡新庄村役場 総務企画課 TEL（0867）56-2626 FAX56-2629
新庄村HP  http://www.vill.shinjo.okayama.jp/

広報
新庄

人口　　 動態

男………400人（±0）
女………437人（±0）
計………837人（±0）
世帯数…387戸（±0）

（　）内は先月比

主な
記事
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『完全燃笑 『完全燃笑 5151人の笑顔人の笑顔
魅せろシン・新庄魂』魅せろシン・新庄魂』
『完全燃笑 51人の笑顔
魅せろシン・新庄魂』

　9月29日㈮、１〜６年生が倉敷美観地区へ社会見学に行きました。
　午前中は、大原美術館の作品を鑑賞しました。午後は、倉敷アイビースクエアの愛美工房陶芸教室で絵付け
体験をしました。絵付けをしたお皿は焼きあがって２か月後に届く予定です。今から出来上がりが楽しみです。
　10月28日㈯の学習発表会で、８・９年生は村伝統文化である『新庄太鼓』を披露します。

　地域の方から太鼓の指導をしていただき、
８・９年生は意欲的に挑戦しています。３
つのパートに分かれて、地域の方が分かり
やすく丁寧に教えてくださっています。
　発表会当日は、ぜひ小学校体育館へ児童
生徒の発表を見に来てください。
� （新庄小中学校　池渕・小川）

　9月24日㈰に『真庭支部中学校秋季総合体育大会』が行われました。新チームになって初めての公式戦でした。
生徒たちは試合に一生懸命取り組み、日頃の練習の成果を発揮することができました。
　次の公式戦は『美作地区予選会』です。県大会出場を目指して、日々の練習に真剣に取り組みます。
� （新庄中学校・小川）

　9月13日㈬、小学生が稲刈りをしました。晴天のもと、５名のボランティアの
方、20名の岡山大学の県北地域教育プログラム１回生の方、そして岡山大学の先
生も加わっていただき作業をしました。おかげ様で予定の時間内に「はで」の
組み立て・稲刈り・稲をはでに干すことまで出来ました。
　そして、19日㈫に３・４年生が千歯こきを使っての脱穀を体験し、22日㈮には
全校ではでに干していた稲束を運んで脱穀をしました。
　このような体験を通して、子ども達は働く
ことの大切さを学びました。
　これもひとえに田を貸してくださった方、
苗の成長をお世話してくださった方、ボラン
ティアの方と大勢の皆様のご協力の賜物と、
厚く御礼申し上げます。
� （新庄小学校・池渕）

 スポーツの秋

 芸術の秋

 実りの秋
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